



























種である Swarmingが関与するが、1-ナフトールの添加により顕著に Swarming が阻害された
ため、1-ナフトールは Swarming 阻害を介して BFの脱離を抑制したものと考えられた。本現
象に関して更にメカニズム解析を進めたが、Swarming に必須のバイオサーファクタントであ
るラムノリピド生産や鞭毛の機能性等、既知 Swarming 関連因子には 1-ナフトール添加によ




















質の一つである Pseudomonas Quinolone Signal(PQS)の非生産株由来の上清では抑制効果が失
われることが分かった。そこで、合成品 PQSを添加して同様の試験を行った結果、PQS にも
同様の BF形成の抑制活性があったため、S. mutansの BF形成抑制は PQSによるものと結論
付けた。PQS による S. mutansの BF形成阻害は培養初期のみ見られたため、BF形成初期に
あたる物質表面への付着菌体数や付着に必須となる細胞外多糖生産を比較したものの、PQS
非添加との差異は見られなかった。これにより、PQSは付着細胞が成熟 BFへ移行する段階
における何らかの必須因子を阻害することが示唆された。 
緑膿菌を中心に異種モデル微生物間での相互作用を解析するなかで、異種微生物同士がシ
グナル物質を介して BF形成や脱離というライフサイクルを制御し合う現象を見出し、一部
は関連する推定転写因子等、分子レベルでの解析を進めることに成功した。同様のモデル解
析例を増やしていくことや、更に実環境に即した評価系を取り入れていくことにより、異種
微生物間における相互作用を司るメカニズムの解明に繋がることが期待される。 
 
